
154.昭和62年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 1

本年度も滋賀県下では多くの発御翻査が笑施さ丸、

多くの長t1l!な成果を上げています。埋蔵文化財センタ

ーでは、毎年、その成主民の情報交換の場としてスライ

ドによる発表会が行われていますが、今年度からは、

内谷の充実を図るため、昭和62王子9月26Bと昭和63年

3月5日の二回に分け、発表件数を減らして、発表・

討議のための時間を十分に設けて行われました。

守後の参考として街l活用いただくために、ここにそ

の一部を紹介いたします。なお、苦手術くだきいました

方々においては、何かと稚u多忙中のところ、穆1I協力い

ただきましたこと、当紙簡を仮りてお礼を申し上げま

す。

1. r政j守」に先行する建物発見か?

大津市瀬田近江国庁遺跡

国庫補助金を得て、 j丘r_rl司庁遺跡の発掘調貨を毎・年

笑施している。今年度!;J:5ヵ所てのお司王まを実自白 し、その

うち 3ヵ所で斜庁|刻巡の逃械を検alした。

特に、第 5地点は遺品目iの残存状j比が良好で、 j!I江IJiI

庁 lニ闘する車rr知見が符られた。その・段大のものは fl政

庁」遺構に先行する可能性が考えられる柱列の検出で

ある。これは、池山聞から関按織り込まれているもの

であり、一昔11の織り下げのみではあるが;股土内には瓦

片等のt建物は含まれない。一辺1.2m程度の大製方形

校穴であり、その形態からも奈良時代に比定できる 。

他の遺織が、池山部から織り込まれる場合には][片等

の逃物を主E土内

に含み、大主|土{主

主菱地j脅から摘リ

込まれている事

実が存在する。

これらから判断

すれば、この位

列を「政庁」以

調査地の会景 前と考えるのも

透跡位置童図 (位醤図の番号は本文と同じです)

決して無理ではないだろう。

q改庁J ifi:総の年代については、奈良時代中葉から

平安時代前半の!nlで迎解される@いずれにしろ、それ

以前の「第 l次政庁」の想定が必要である。今同検出

した位列が、目11 f第1次i改庁J に比定されるべきもの

ではないが、この 「政庁」変巡史に何らかの問題を従

起するものではある。

室長連関査が進展していない段階での推論ではあるが、

近江国庁遺跡の制経速報として、 「政庁」逃織に先行

する可能性を考え得る付加jを検出したと記しておく。

(腕滋賀県文化財保泌協会事l川 修平)

2 . r南寺J・「南前J • r大苗」等墨書土器

多数出土

大言雲市上高砂 よ高砂遺跡
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A 地区選犠配寵図

OOOrげを対象に笑総した。

上高砂i立跡{ま、

祭稲寺紛:の南'*

4よ)1，000m、衛

滋賀廃寺の北約

500mに位置す

る。今回の発織

;潟奈は回大izl!ノ〈

イパス建設に伴

うものて¥が}10.

訴Utの結果、主要な逃桃として、古墳時代の機跡数

粂 .ï':.'墳 HJ~、平安|時代のJ匝!立柱建物跡10棟以上 ・ 井

戸跡3必 ・河川紛;2条 ・構跡数粂を検出した。 4続立総

雄物のうち、 6鯨は総般の建物である。A地区南半ての

検出した河川跡は、幅約 5-9m、深さ1.5-2rn、

全長70m以上を測る。 J二の河川湖、li、これより市には

巡桃が認められないことから、当i1'i.fl'lt消;の南端を |浪る

ものと考えられる。

泌物としては、弥生時代から鎌合時代にかけての土

総m.平i製1171・木製品が多jiiに出土した。特に河川跡、

からは、主1"安時代の土r.;fJÿ，詰 ・ ~j~泌総・線利胸~'I天草山

陶総 ・験入陶磁器等が多:誌に出土し、なかに「南寺J. 

r南西IIJ・「大部J・「一井」・ 「一手1:J・「勢J 等の滋t安土
総が約30点;認められた。また 、問T而』況や祭犯に関係す

ると考-えられる人形 ・高fiI杉木製品 ・1M，の悩む出土した。

今闘の澗1tfi!i栄から 、平安11寺代の上高砂遺跡{立、一

般的な築1riではなく、rj有若手J とl呼ばれていた等・院に|刻

係する施設と考えられる。 この「南寺」がfiif処に所在

していたかは、現干Eのところ明らかでない。しかし、

上高砂地湖、の北間約 200mのところに、「衛J銘エfZl:r.を

焼成していた平安時代前mlの長尾瓦互援がF昨夜し 、rf釘」

銘平瓦と |古川寺に焼成された中1・平瓦が接協寺跡の雨足般

でI:Uオ.しているという事実は、 rj菊考Jのi立訟を考える

うえでrr!要なポイン 卜になるであろう 。

(大i~l!ïlj教宵委只会背111 均)

3.丁字形の平面形を有する横穴式石室

等検出

大津市滋賀塁 太鼓塚古犠群

大i"lnli教育委H会て'-'i、凶大i-ttパイバス建設に先立

ち茸主総文化財の発術調査を進めている。ここでは 、滋

賀患にある太鼓塚古撹群の今年度の捌液成*をお伝え

する。今年度は、約 4.000m'を対象として調査をおこ

なった。

i~，品交の給来、縄文l時代から江戸時代にかけての逃物

と、古噴|時代後期I(6・世紀後半から 7世紀前半)の縦

穴式右議等を主体 とする古墳14.，1，与を検出し た。

官墳は、全て天井石が失わJ.'tているが、巡りのよい

古境群Cグループ

ものでは、税尚

で3mを測るも

のもある。 14棋

の古墳は、小さ

な谷によリ 、大

きく 3つのグル

ープに分れる。

1じから A.B・

Cとする。 Aグ

ループでは、今回の誠資.では l必しか確認できなかっ

たが、器廃i直に対して玄室が徽長に取りつくもので、平

岡!彩がT:事:1移をなすものである。玄室のま見肢は、長さ

3.2m、幅4.2m、E込・さ 3m、決道は 、長さ 701、幅1.6

III、煎jーさ 2.5mをi!!llり当古墳f..{!では最大級のものであ

る。干{室内lまi制限を受けていたため、造物はあまリ巡

っていなかったが、務楢裂の匂玉号事が出土している。

また玄察内l立会而敷粁が施さJ.lている。Bグループに

は8古島の古:t;tが見つかっている。これらは、造物の滞

納|な検討が必裂であるが、さらに 4つのグループに分

かれる可能性がみる。ま たこのグループ内には、他人

惑である小石室等も含ま tLている。 Cグループでは、

墳丘のまわりに 、1)、石釜や土銀総、土機器等を有する

ものや、 一つめ墳託。〉中にほぼ問--1見艇の石~が 2 .，1主

つくられているもの等がある。遺物としては、 小おi?

を除くほとんどの"i!:.'君主から炊飯只の小形脱型セットが

，'Hこ仁している。今回のi羽衣li当古墳鮮のー郊をIVlらか

にしただけてaあるが、古墳群の構造を解明するにあた

リ、党窓な成Ji長を得た。

(大山市教育委員会問中 久雄)

渡来人の墓地調査II

Wh森古墳群

は、大i桁11坂
本一丁目に所

花するrti・墳時

代後期iのIげ'，Jj主

演である。

ニの野添古

t;"U洋{立、琵琶

湖の西南部iに

列石と葺石をもっ古境 沿って述なる

1全焼鮮の中では、五止も大きなものとみられる。

調子日立 、 基地拡~1~桜1Kiî工事に f和、実施されたもので、

対・象i面積は 6，400m'、WII自lは、昭和61年11月から昭和

62if;.ll月までを要した。

調子Fにより 、対象地内に28-!.liの古墳を線認し、う ち

17法を ~M総捌流した。
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般犯した28)島の11;坑IJ:、地形、分，{[j状況、石三ミ締jZ

などから概ね 3グループに分けられた.

;消伐を3短縮した t'i境11、すべてが円境とみられ、 l

J去の箆火系小イiヰ{を除き、その内総主体に縦穴式石室

を採1日していた.

挑穴式1iヰHJ:、・1<1(11プランから玄:長が正方形を呈す

るLの(A)、縦L<て1，1，j納z止めらの(8)、縦長で片納式

のむの (C)の 3?イプに分けられた。

玄定については、千I(Uプランが長さ 3.2m、I偏 2.0

mt'Wtを1つの法相にしてi設定しであると考えられた.

今同，狗f憶を実/jlliした，1;境の11'に11、績丘が完全にi5;

い If~で伐っていたものもあリ、iJlrrlì!I: <に列石を巡ら

し、約Ji-ドーI~ には、1"1，ィ iが iドいてあった。

訂PS.あるいは、抑圧の残リの良さに反し 、刑務品、

その他の泌物の，'[j尉1:IJ:少なく、脱却11、?の状況を留めて

いたのは、 2)，~しかなかった 。

今1111;]，¥)-ñ:を~.M悩した，l i・ tjlからは、 f紋b此t も古いも σの〉で、

6i也l!J:紀Uの'巾|ド11則証訓iし、刈しいもので 7i也l目!!:紀の初め匂頃1のi逃立物カがず

;山1\上していることカか、ら、この1I.ÿ.JYIに宵境本主~の機能を

決 していたものと々えられる。

(大iIt ，Ii教ff委u会須崎逗ー博 )

5.比叡山延暦寺里坊造営時に破壊され

た古墳検出

横穴式石2主会景

真葛原古墳

~ {"'ロら

，R~似合

境{立、滋賀

県大津市坂

本刊丁目宇

点潟I反1778

接地に所不仁

する。当古

墳は、京阪

n.t鉄石坂総

坂本駅のl~

)j約 45001 に lij:ìn し、 lt淑山総に il~( を発し、琵琶湖に

li'Jかつて米iれする繊/水JlIのt!'iAt域付近に形成された

};.J状地の ItJ点斜I(ii にあリ、係正:j*~J139.50m附jFrにあた

る。

今凶のjl'4:伶:11、延fff寺小l判比叙山'Ij学校校舎の老朽

化による改築工・Ji.に伴ぃ・Ji.iiirにぷ制調査を災施した結

決、古墳のめi火̂ イ{京のイi*Jlみの一部が発見されたの

で、 JI~初62年 6112611 から 7 J 118 Uまで本絡的に実紘

したむのである。，泊ff.のM・*、償火式1i5をの天安lニ石と
側慢の-~~が除去されていたが、全体的には遺存状況

の良好な市境が硲必された. この.r.境は、調査地の北

JIt隅で検:1¥され、小'{:r lU~似J に属するニとから真.

~I~(rli墳と命名した.内百11 ご主体{立、主舶がN-25・ 30'

-wのii:J'，-納^の械穴式行常で、東南)'jに閉口してい

ることが判明した.灯式{のi制見11、全長7.16m、玄室

のi毛さ3.0401、申.，12.IOm、淡泊のH:さ4.12m、制1.2

-1.47mを測るo ~!i~の{必Jlj:{j材の大きさは、東側壁

と比較して輿格、丙側I授が大型のむのである.袖:ri11

-:riが{1.l!JfJされ、JJI.(H':j 1. 1 mを測る.イj:七の床而は、

:ri4漫などの総i:止は{山fJされず、池山を~:~Jt!!して利用さ

れたと思われる.広三{球 l(ii と{たì{i床lfiì との日{~廷は羨

道部が玄虫剤iより(， O.7m~'{j <、淡泊古島から玄室に向

かつて傾斜して下がり、玄可{床l(ijlま平JiI.である.府寝

使用のイiHI主、すべてイEi品目である.泌物IJ:玄:を内に

て~J'(忠告5の淡の ~~II) '，・が 1 .'.'.(1 1\ ヒしたのみである。築造

年代{主、 ，IitJ'tU与代後JUl6111:紀後、1"町iと俄2与される。

I "lliiJ 11汀坂本には、 I I ， '(大十1:岐 |人!の j~ /J)とあるいは盟坊

寺院の建立:に伴って破壊された祈墳が多数あると忠わ

れ、近年の分イIj湖伐と発~~I! ，li'41f.により約70)左が確認さ

flている。 (大iIt d î教ff~U会 '，'17)< 真彦)

6，弥生時代中期の埋没林と地震跡発見

新旭町針江 主十江浜遺跡

金十江浜j立跡は、，:'，'jl::Jm;!frlt!!1町針江j也先のiNJ~きおよび

湖中に立地する遺跡で、 Url布159年J1:に当該地の北、約

750mの所で尖泊した.却代では労.生11年代後lQIの木製品

が多:;:(に:I¥j:している.また針iI:大川舟溜航路j安濃工

学に先立ちl惚初61Jドl主に;長崎iした治水.式泌，潟査では、

弥生時代iiiil!llの-1:総を多ほに:JUニする部分と、.¥f没林

の一部と巧-えられる樹木の千f:イ1:する部分のあることが

判明した.

今年伎の i羽.1t. 1草、安1 ・次，~~-n:として.tmi交林の部分を

rl-'心として夫総したが、人為的な泌総は検出されなか

った。しかし、遺跡のねなEとその変化を巧・える上でrt
mな資料をf!}ることができた。

埋没林 約20株のf:lJ.-1之が 1'，下プJMにわたリ検出され

た.上層は T.P82.5001付近(水[師は84.371m)に存

犯するもので6株からなる。下WiIま 82.00m付近に'ff・

イ1:し約14ftからなり 、1!kkのものは径約80cm、長さが]

3m収ある .大地に似をむろした状態で術水が検出さ

れたということはすなわち、かつてこのJll!が|後fじして

3 -

1Z_2I'U.'1'1'{ドー ~..，輔聞いたという動

弥生時代の埋没林

かし錐ぃ証拠

であり.二階

にわたる埋没

林のff-.(Eは段

化した状態が

1<:1111にわたリ

争えいたことを

正式してい る。

地震疲 下



j習埋没林の'l:.ftl(ljから.I1l!以に伴う亀裂と噴砂と呼ばれ

る液状化した砂が地JX.に噴き jニる現象の泌跡が検出さ

れた.峨砂はiJ.fl常時l主6以 1'.の大地誌によリ起きる現

象である.今阿検:Bされた慣砂の縦模li鮒1.5m-3.0

m、長さ約30mに必よ ...i:. また亀裂は南北万向を中心

に40mにわたリ大小約30.-1正が験日iされた.

i胡l創立E弥生成にはやR々 の安凶がJ7えられるが、今回

検出されたような池辺 L 大きな~閃のーっとして数え

ることができる . その J也時 J; よぴ下~J.!R没林の年代Iま

出土遺物から弥生時代前'UIから中JtlJ前菜と考えられる。

(QH)滋ti以文化財保。;盛協会大沼 芳幸)

7.弥生後期~古墳後期の集落跡を検出

φ"淵3'tは県

道中山 ・来上

坂似のi革路改

.. fミ工事に伴う

発J臨調脊で、

今阿{ま調査付

竪穴住居E事務 付近には、県

街定の4世紀後手代のliij)パ長円峨である茶白山古墳が

ある他、総ml，fl~ と浅井L~政の激戦地であるtJ1il11古戦

均跡がある。

訓伐の車J;来、リか'1:11年代ぷJUIから，li・tjlll.y代後期lにかけ

ての5長火式{主l川、~~ぶね，ill物会中心とするmi五跡を検

出した。!綬穴式U，I，I(l.t、 .ill. 3 mの附)L)JI杉のむのか

ら、4.5mP4)j、6m 114)jの )j}移住I~:' で、効:生時代末期l

から市川II.~;代初'J lÌú ( 4 I!l:oi'l.!米)の，'，央にかをもつむの

が8t束、 6世紀I)i)'I~から 7 也咋'l.!後よいのj立リつけのカマ

ドをもつものが131京、 l時ml不tリlのものが9都I!である。

jkli:ii:U処物11総数29械を総必し、盟主i¥:..，¥l:l，I，r;ーと lit-存し

ていたとみらtιる.f主，，，;.幼q:;t、やi一面Iで.ill絞し切合っ

ており、継続して綿子高が存絞していたことがわかった。

これまで、U: iJ~ ，lj 内での!滋穴式fj:/，~・の検出 191j l;t緩め

て少なく、 AE臼IlJ，'i.lftを始め越JjiJ塚占墳等に伴う築必

の検出がぷ泌であった.特に和'i川遺跡での弥生時代末

期iからの峨11.1代初j日IJiの{i:)，';'i療がこれら古境若手と同一時

期にあたリ、今後 ~U~ と!.I!泌の関係を消ftする必要が

ある.当地I;t.JJUl，も l羽ヶ 1(，( からlIW，~j也}jに紘ける間遂

として交通吊b多<01'(必な拠点である。 1.1長がよ洛の

際、 j!i:O:攻めの拠点にi毛i兵城を築き秀吉を配したこと

でも充分JII!解できる.63.!I~J交には 3.0000ずの絹傘があ

り、住民;跡が{お榊すると忽われる.湖北の.lIHtt形態を

~I る立1米で.niTtな遺跡といえる.

(414)i鋒ri以文化財保必協会 1'"川 端)

弥生時代後期を中心とする方形周溝

墓等検出

一VI4
し
;

民・
置

今Inlの訓告は、

1-11体党問I持続liii

・J'業(lJIIlll1也11S:) 

に 1・ドう・J'~lÍíj，~11i

である。調fEJYJ

. Il:J は1Ip，和62Jf-6 

) Jから 9'-Jまで

である。 W.j資対

象l倒的I:J:4.5ha 遺構検出状況(西から)

でその内制殺したのは 4.10001'である。

調filま、 ~t~ 1 ~~J'幹線却1:水路、t，j) l ・ 2 ・ 3 ひ文総排

水路、第 1-~;-支線道路、約 2 り・ム:紛れU山に'~1oI 2 111か

ら7mの 1・レンチをJ止3与しifU幾によるjktlJ'jlJをji!柿IIJiま

で行ない、それ以後人))にょ うてUlhYiM1.t. ;n物保I収

.記録間前の作成J)よぴ"j:.l'it沿;惨などの作業を行った。

地区設定は、部:j;俗区全体に40m)γ シュで}j阪を組み

大区制で 1から72とし、小区別111から 100まで分け、

その基W!に基づき谷トレンチのji!f，'I~ .造物の検出 ・取

。}上げを行った.

i湾炎続安11、 1 1'(における i炉、 i晶状ji!h~ と -[:1似たi立

織の検出、平安!日!の.1.CIIiIIILと灰励陶総JULの:11七、 5• 
6 . 7 区における }jJ庁形f彩5幻l肉吊 t桃h掠~-~~必1~8 J，I，λt 
式{伐主h病桁可号;2 械、 4伊，立争1:処物 5 棟以によ拡状j立制10)~以

上、泌状i立綿、手1・，;状地~，~などの検111 である。 }j形何

百年強11全区域で11)主将i!ll¥1ている。ほとんどが，滅を区

域外に延びるため{f:千五は19"1らかでない。

室長キr..t，'~11，((径 1m、I来さ 0.4111のほぼ円形のご仁被に

胸元日後 0.4111、.fJl.{t:の向き 0.4111のiblを収めたもので

あるの蛮11阪を下にし、 11t.lJlmlを欠机していた。JJlul郊

に大きな孔がI;~J けられ、 J必 mlにむ約 3cmの~qしがなさ

れている 。 IJI，~市11のイLifillに司王の・持11 を・lìillJしたと !41われ

る主主がされている。 1，IIj~~，'，i・oI.t : 1I J:していない。

今凶のi~~ i'tに j;いて検:1¥したi立川の年代11、弥生後

Jgjを']1心として、tJ'JYJからII:1付JUJと‘1<安11年代'1
'
JYjから

後期が見られ、 i立物li1~;'J:: 'IIJUIからイIi・{'{Imjを中心とし

て平安後)tljとj!i:UtM!lfiのむのか比られる.

(Lと j兵， Ij教fl~H会保U ;Jq，n 
9. 12世紀前半頃の集落跡

長浜市宮司 宮司遺跡

p;司追跡li、l毛浜市のほぼ小心に{立inする.当i遺跡

から南*約 1kmlニ佼iFtする大東遺跡が~It定第 l 次坂削

ml街跡とされ、これに次ぐ約 2次板111m;街i升イ1:地とし
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て冶.司遺跡が

忽定されてい

る。昭和51年

度に5実施され

た第 1次調査

で郡街跡とし

ての遺燐は検

出きれなかゥ

遺構検出状況 (lmから) たが、 uぽ時

代が一致する樹立住建物跡、1-1'戸などを検出している。

今回の別殺はち地造成に{半う苛r;前調*で昭和51if-. 
59年度に次ぐ3次訓先にあたる of¥司法跡の南端に位置

し符川左lifの微日地上に立地した約2，200m'を調査した。

訓:伐のt，'i糸、255のピ・ソト、 16)りたのごり広、 9粂のii-llfo状
ì1(~怖を検1 1'， し 4 憾の lhl! _\L:帆ill物跡を忽定した。造物は

8 '，IIIJ ぐらいが十.附 IIIl で他に灰納h 陶*占、~j'(YtJ:苦言、黒色jニ

告器、倣2位、 l:r. ~ib')( 1I 1 1:し、木製品ではl曲げ物、統 、i'3ー

などが:1¥土したo j11物はほぼ12世紀lì~半にあたるもの

と Jfえられる.以上のjiWI~ 、 ilk物は調1i:地区の中心に

1?:(t:する 4~の滅状iな桝に区l'可され 、 東側へ広がって

いるo 'l ~の滅状i立悦以西11 iTl iJU也状を呈しており 、

弥生後lUlの上絡が111上している.土日告は数片であるが

千絵リ型J~.~1iが・点:11 十.している.

坂fUflIi衡と 1([級車占びっく成栄をあげることはできな

かったが、 1;いlil'i跡の樹立おに12世紀前半こ'ろの集洛的

な級相1を呈するim事のイ手伝が明確にな った。現段階で

は今回験:Hしたil'i械の伐怖をl紛，Tすることはできない

が、今後間jllの;l'Jィ憶が災地されていくなかで解明され

ていくものと J?える.

( WJ~ïIì教育委只会昔日] 直記)

弥生時代中期後半の木製品、土器類

出土
長浜市大辰己 大辰己遺跡

己町自治会

によるJ也J縁

、 設の移転、に

伴う事前調

二.H-:J.在である。

3司王Eは昭和

遺構出土状況(北から) 62!1'-4月に

実絡し、 J刻1i:.N~而績は 200m'で調査面積1116rげであ

る. 

. 潟脊{ま，潟ずENf4(-i'A池の南側に 4mX4mのグリッ

トを lヶ所設定 した.ぬiリ下げは人力によって行い、

i盤情験:11・約千't. i立物保1政 ・記録l羽簡の作成および写

主主総彬などの作業を行った.

調査概裂は次のjffiリである。，凋1i:地の表土の棟前{ま

94.510を測る. 災七下30cmまでが緋土で、その下層に

略灰褐色土の遺物a含府があリ、その下精のw灰掲色

砂隔がi立総ベースをなすo ).虚構11，削じに延びる幅 1m・

深さ40c聞のj蒜状のもので、 i遺物I:t肉料 ・弓 ・住材 ・板

材 ・棒状，ねなどの木製J?，多数に、これに伴って弥生中

期後半の遊 ・裂などの破片が:Biニしている。

( 民浜市教ff~只会成口訓男)

11.造出しのある前方後方形周溝墓を検出

近江町iii湾管 法勝王寺遺跡

法J]貯ミ宇治跡li、縄文

fI与代'i1WJから鎌合i時代

の似合遺跡であるが、

県併は1泌総伽耶裟に先

立ち、今年度は宇高知1

'FrG知11也I，c:で11、弥

生時代から平安時代の

I: ~詰獄と Jもに万形悶fItt

-4~ ・ 内.t.n . l&iSL住建物

.井戸や縄文時代の石

前方後方形周溝墓 H~、山積時代の五五ま石

が国道 8 号線パイバスエ 'I~に伴う，減資や分布謝花で発

見されており、かなり j立帰後伐の向い地区として周知

さttていた。

今回出土した批も凸・ぃil'i物{立、縄文時代後期および

晩ltJl(J)縄文式土総ま(UJ'iであるが、 itt緋としては弥生時

代中期中袋(畿内総111 隙，.~fjl:行J~])から布僧式併行JYl に

かけて'~r まれた Î'i形問 t持活約60)j~である . これらの方

形郎総誌は ，~WfU也の会Mに及んでおり、東西約250m 、

南北約 150111を越える約40，OOOm'のみE械を俄illlJする ζ

とができ 、鋭校と形態や供献j立物の別式等:(1守編.1f-によ

る i時1UI遂から、議制の'11:.躍が~fi併であリ、 1伴を構成し
ており当-UH高における共同体の総-{.が解りつつある。

また、!(¥阪するかのよ うに偏.rOHl!せめの存イピを思わ
せる多訟のビ ッ トや、近江町でl:t初仰jである 5練の弥

生時代後1111( PI形と附九万Jf~)の竪穴式住JLI;.が明らか

となり、 J，r:・fil也の検討が今後のみ腿として処される。

そして、し工芸状に!日j削された灰両様や井戸 ・土t創立、

当地区の上地flJTJJのありさま (市代からの4羽生産に伴

う菜室の会側ではなかったか)、m務の水判期 (水の使

に適していた )の)]法がI切らかとな ったのではないか。

i潟盆区の中央やや」じよリに検:Ilした，iii1}後方形周溝

主主は、会長約23.2mをlltlJリ、前}j泌が披型に開〈特異

なタイプで、縦l~の後}jlill に fìJ彩の i丘り出し (1塗係部
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とも考えられる)か付〈当地峨を代表する周溝墓であ

る.前方都問鴻から出土した聖堂正予土務11、近江式の有

ロ状ロままを;(jし:紋古の土附2干の裂式に入るもので、弥

生時代から古.tJt1l年代に8ftる111望書資料である。

(近江町教行委只会中川通士)

弥生時代前期の土器出土

i湾内の弥生土総出土状況

にwい、 !J~IiíJ に)ê~~11ぷ:11f.を災地した.

の散布が認

められてい

‘ fょ。1I&r千日62

年度県営~i

k詩書長官ji卒業

訓告のt占拠、」工イ記泊~~事{立弥生時代前JUIから中JUIに至

る遺跡であることが1ψ関したo nijJUJの土務は包含層か

らの向上ではあるが、中段階に相当すると考・えられ、

近江への弥生文化の伝婦を解明するとともに、立花遺

跡の周辺で、以下で紋t.~iぃ段階に水稲*)~作がおこな

われていたことががIJI~ した.

HiilUJに引き紋き、'IIJUJの造物む多泣に出土している。

特に中l!1Jにli{主1，':'跡と々 えられる竪穴や、 l狩iみ穴と考

えられるゴ:紙、ピ γ ト、械などの逃k怖が倹LI1されてい

る。上昔日も!.!!O:5で、.ll!ilu:地方のi怒号事を受けたものをは

じめ、 iA~*文、 iJU)~文、 ~)J点文、山総文などの文織を

絡したもの、付金位リ .I:?i誌やへラ記ザを持つ土総などが

:1¥ニ上している。

またtl'jgJでは保lj立りの遺物の11¥ニlニが注目される。翁11

JfH'i'.Ii.I:J:1以材料にUJごIiをJIJいているが、その原産地は

{左波，1:.) と考えられる。 ~lì:ポ:.1よ製品だけではなく、未成

品も含まれており、 .. u:1Eifi跡の中で五jitりがおこなわ

れていたことをぶしている。 'J~~W:1iを巡るのに帰い

た紅簾片岩波のl'絡をはじめ、砥イi、僕J形石骨骨、扇lJZ
Jt刃イI斧、石錐などの工}t.ijjいIU:している.

イri製品lニ!刻しては、 丘~ì以外にち数多< 11¥:iこしてい

るが、サヌカイト 1;1-:.上山(大阪)、下品{岐阜)、金山

(香川1)の似イ7を月lいているニとが判明した。

これまで町内の弥生時代ill跡の凋1t例がなかっただ

けに今Iwのな花遺跡，泌伐の立凝は大きい。

(ヰミl以町教育委H会中井 均)

13 室町末 期 の城市発掘 | 

彦被市日夏妙楽寺iI跡|
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妙楽寺遺跡11、"{j般市日耳目f古民敷に所在する。

遺跡I主、?記事11山の*:aから日夏JlH高の西にかけて広

がっている.関11: 11 、昭和55年度は~on Jl I のお伴、 59

年度はtr.降、 60~1立は右仰の謝査がおこなわれている。

62年度誠査区11、60年度胸を区に隣按しており、両方

で室町末期の遺嶋田1が検出され、その下層には弥生時

代までの逃締が存在する.また近接する古屋敷遺跡11、

彦根市教育委員会が昭和60~.皮に調査をおこない室町

末期の遺構而が検出されている。

62年度調査区の第 1iXWllfjj (ll，l上初)の総前績は約

8，400，げであり、 L'Ji-のi制少にあわせて、 7調査区に

分けて測量tをおこなった。 作品1~ 1f. I~(では 2而から 4 而

の巡科専問がli'(fi認されている。 11寺代lま箆町 ・鎌倉 ・平安

・古ljl・弥生(中 ・後JlJJいl与代などで、総都n益面積l.i

約]5，OOOm'になる。

定。ff;;fd!1Jのj立桃(約 i 法制I(IÎ) について~約してみ

ると、水路{ま繁抗1Iりのものと"1iでi礎lPしたものがある。

4凶l.i2 01-5 m で、 i;t に lませんたく J~か~J'治均ーであっ

たと忽われる r入iじ状iit榊」があり 、水際に|徐リるお

被階段を持つ。 r 1i11・~Ri立f，Y1J は J:fさ lm-2.5m 、

1鼠 0.801- 2.501、採さ 0.5m- 0.201で)11彩、長)1

形のものがある.枠イi11 2 )j、3}j、4}Jを般石して

おり、底に砂を敷いている例もある.

弁戸11紫ぬiのものと 11:側をもつものがあり、井11時を

もっ例11、木枠の外側に納長い縦板を置く構造で下部

に織をま'(< 0 主主物に11m立険建物と礎石建物がある.

道路l.i砂利泌りのよでづIli袋されている。第 5区では交

差点が検出された.交差部分のE品川には官!，石がおかれ

くずれるのをふせいでいる。総台は同時から、大きな

石を「せりもち状J にtt1んでおリ紛板(お)Iま失われて

いる。

鎌;¥i'u年代のi立1-rY1I:J:、 I'JI1: 、 i件、 ~~ti立中114他物、礎石越

物、井戸などがめる。

31<~ム:"~;代の沼紛 I;t: lllj，\ 0.2111-0.3問、泌さ 0.501-

0.6mの係い械で凶iされたrx:;lmリがあり、州立柱;悠物

跡が般tl¥された。

弥生時代のi立地111主 l，t:~;(PJI杉プラン、附九万形プラ

ン、 li.角形プ

ラン)、土抗、

泌などがある。

:1¥土遺物l.i、

中jfri¥!:陶磁器

(茶陶を含む)、

上rJli~:語、黒色

上2号、結秘陶

線、 m忠告号、

第 518:第 liA.函{室町末期} 弥生土総など

である. (<<Uli滋tltitl1~文化財i決議協会 稲:l:il正宏)


